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(II) 文 化 庁 月 報 第 112号

昭
和
四
十
一
年
十
一
月
、
国
立
劇
場
は
、
歌
舞
伎
．

庁
文
楽
・
舞
踊
・
雅
楽
・
声
明
・
狂
言
と
、
多
彩
な
記
念

化
公
演
で
開
場
し
た
が
、
伝
統
芸
能
の
公
開
、
調
査
研
究

と
と
も
に
国
立
劇
場
の
主
要
な
業
務
で
あ
る
伝
承
者
養

成
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
歌
舞
伎
俳
優
の
後
継
者
か
ら
取

文

組
む
こ
と
と
し
、
そ
の
準
備
と
し
て
百
名
を
こ
え
る
学

識
経
験
者
・
俳
優
・
邦
楽
演
奏
家
等
の
意
見
を
聴
取
し

て
昭
和
四
十
二
年
一
月
次
の
よ
う
な
「
伝
統
芸
能
伝
承

者
養
成
計
画
基
本
構
想
」
（
案
）
が
作
成
さ
れ
た
。
応
募

・
資
格
は
中
学
卒
の
男
子
と
し
、
一
般
か
ら
公
募
す
る
。

修
業
年
限
は
五
年
、
授
業
は
全
日
制
、
教
授
方
針
は
実

技
重
点
主
義
で
、
修
了
生
は
国
立
劇
場
と
専
属
契
約
を

臼

結

ぶ

と

い

う

内

容

で

あ

る

。

．

ー
こ
れ
に
対
し
、
一
般
に
芸
事
の
修
業
は
幼
少
か
ら
一

ー

対
一
で
か
ら
だ
で
覚
え
る
も
の
で
あ
っ
て
画
一
的
な
教

第

室
教
育
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
ま
た
、

＿
公
募
し
て
も
志
望
者
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
、
た
と
え
素

月 報 (10)-

文楽研修風景 講師•吉田玉男氏

＊
国
立
劇
場
の
伝
統
芸
能
伝
承
者
養
成
事
業

い
研
鑽
に
い
そ
し
む
。
現
在
一
・
ニ
・
三
期
研
修
の
修

了
者
が
入
門
し
て
い
る
。
計
二
十
三
名
、
平
均
年
齢
は

二
十
六
歳
で
あ
る
。

市
川
笑
也
・
尾
上
梅
太
郎
・
尾
上
緑
也
・
中
村
歌
禰

・
中
村
仲
助
・
中
村
又
志
郎
・
坂
東
大
助
・
坂
東
八

重
蔵
•
松
本
錦
禰
（
第
一
期
生
）

片
岡
門
禰
・
中
村
歌
壽
・
中
村
騰
乃
助
・
中
村
駒
次

・
中
村
芝
喜
松
・
中
村
仲
一
郎
・
中
村
仲
二
朗
・
中
．

村
又
一
・
中
村
又
次
郎
（
第
二
期
生
）

市
川
猿
十
郎
・
尾
上
松
男
・
実
川
若
之
介
・
中
村
京

妙
・
中
村
富
四
郎
（
第
三
期
生
）

修
了
者
は
年
間
十
か
月
程
舞
台
に
出
演
す
る
が
、
何

よ
り
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
彼
等
の
意
欲
の
結
実
と

一璽9

曇

• 
• 
ー

（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
養
成
課
長
）

人
を
養
成
し
て
も
、
果
た
し
て
門
閥
に
厳
し
い
排
他
的
な

歌
舞
伎
界
が
受
け
入
れ
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
も

あ
っ
て
、
養
成
の
根
本
問
題
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
に
批

判
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
昭
和
四
十
三
年
三
月
国
立
劇
場

に
養
成
に
関
す
る
専
門
委
員
会
を
設
け
、
修
業
年
限
、

募
集
の
形
式
、
教
科
内
容
、
教
育
方
法
、
修
了
後
の
措

置
等
に
つ
い
て
二
年
間
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
討
議
が
続

け
ら
れ
た
の
ち
、
歌
舞
伎
俳
優
の
養
成
に
ふ
み
切
っ
た
。

＊
歌
舞
伎
俳
優
の
研
修

昭
和
四
十
五
年
四
月
、
国
立
劇
場
は
伝
統
歌
舞
伎
保

存
会
と
の
共
同
事
業
と
し
て
、
一
般
か
ら
歌
舞
伎
俳
優

の
研
修
生
を
公
募
し
た
。
応
募
資
格
は
中
学
校
卒
業
以

上
の
男
子
で
原
則
と
し
て
二
十
三
歳
以
下
の
者
。
五
月

に
選
考
を
行
い
、
十
名
の
者
に
六
月
か
ら
二
年
間
国
立

劇
場
内
の
教
室
で
研
修
を
行
っ
た
。
以
後
隔
年
に
十
名

ず
つ
募
集
し
、
現
在
第
四
期
生
が
研
修
を
う
け
て
い
る
。

全
日
制
で
、
一
日
四
科
目
（
一
科
目
は
一
回
一
時
間
半
）

を
研
修
し
、
二
年
間
の
総
回
数
は
約
一
八

0
0
回
で
あ

も
い
う
べ
き
稚
魚
の
会
の
公
演
で
あ
る
。
こ
れ
は
幹
部

俳
優
の
指
導
を
う
け
て
代
表
的
狂
言
に
取
組
む
勉
強
の

機
会
で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
七
年
八
月
国
立
劇
場
青
年

歌
舞
伎
祭
に
参
加
し
た
の
が
第
一
｀
回
で
、
以
後
二
回
こ

れ
に
加
わ
り
、
五
十
一
年
よ
り
は
単
独
の
公
演
で
既
に

五
回
を
数
え
て
い
る
。
国
立
劇
場
と
伝
統
歌
舞
伎
保
存

会
は
こ
れ
に
何
か
と
援
助
を
し
、
ま
た
友
の
会
会
員
約

二
五

0
名
が
支
援
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
日
々
修
業
に

は
げ
む
彼
等
に
時
に
は
海
外
公
演
の
好
機
も
あ
っ
た
。

四
十
八
年
五
月
第
一
期
修
了
者
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
演

劇
祭
に
招
か
れ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ケ
ネ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー

劇
場
で
公
演
を
し
、
五
十
一
年
は
十
月
十
一
月
第
三
期

修
了
者
に
第
二
期
修
了
者
が
加
わ
っ
て
主
と
し
て
ア
メ

リ
カ
の
各
大
学
を
対
象
に
約
十
五
か
所
で
三
十
回
の
公

演
を
し
た
。
さ
ら
に
五
十
二
年
三
月
第
二
期
修
了
者
が

中
心
で
タ
イ
・
ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド
で
公
演
を
し
た
。

歌
舞
伎
俳
優
の
研
修
も
現
在
第
四
期
で
、
五
十
三
年

三
月
に
は
七
名
が
修
了
す
る
。
一
応
事
業
と
し
て
は
軌

道
に
乗
っ
た
形
で
は
あ
る
が
、
他
面
多
く
の
難
問
を
抱

え
て
い
る
。
第
一
は
門
閥
の
幹
部
俳
優
へ
の
入
門
制
度

と
こ
の
事
業
の
当
初
よ
り
論
議
の
的
と
な
っ
て
い
る
国

立
劇
場
専
属
と
の
関
係
、
お
よ
び
当
然
こ
れ
に
伴
う
芸

能
の
伝
承
の
問
題
、
次
に
研
修
開
始
以
来
四
期
を
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
修
業
年
限
・
研

修
科
目
・
修
了
後
の
研
修
等
に
つ
い
て
再
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
の
批
判
。
ま
た
最
低
賃
金
の
保
証
、
身
分
制

度
の
確
立
と
い
う
問
題
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
三
年
に
は

修
了
者
の
総
数
が
三
十
名
に
な
る
が
、
こ
れ
を
加
え
て

も
、
な
お
且
、
歌
舞
伎
俳
優
と
く
に
下
級
俳
優
の
人
数

が
年
々
減
少
の
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
い
て
新

人
を
養
成
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

佐

藤

鉄

禰

歌
舞
伎
・
文
楽
・
竹
本
の
伝
承
者
養
成

る
。
科
目
は
歌
舞
伎
実
技
・
立
廻
り
・
と
ん
ぼ
・
舞
台

実
習
・
楽
屋
実
習
（
以
上
二
年
間
通
算
の
回
数
で
三
五

パ
ー
セ
ン
ト
）
、
化
粧
．
隈
取
り
・
衣
裳
・
か
つ
ら
・
義

太
夫
・
日
本
舞
踊
•
長
唄
・
鳴
物
・
等
曲
·
下
座
音
楽

•
発
音
発
声
・
作
法
（
以
上
六0
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
ほ

か
、
教
養
の
た
め
の
講
義
（
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
あ
り
、

講
師
は
各
界
の
一
流
者
で
あ
る
。
研
修
生
は
殆
ど
歌
舞

伎
と
は
無
緑
の
環
境
の
者
で
あ
る
が
、
二
年
間
全
講
師

の
献
身
的
な
愛
情
を
こ
め
た
し
か
も
厳
し
い
教
育
に
情

熱
を
も
っ
て
こ
た
え
、
試
演
会
三
回
と
発
表
会
一
回
に

出
演
し
て
全
課
程
を
修
了
す
る
。
つ
づ
い
て
伝
統
歌
舞

伎
保
存
会
に
一
年
間
所
属
し
て
実
際
の
舞
台
に
出
演
し
、

そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
に
幹
部
俳
優
に
入
門
し
て
芸
名
を
貰

＊
歌
舞
伎
既
成
若
手
俳
優
の
研
修

国
立
劇
場
で
は
一
般
公
募
の
歌
舞
伎
研
修
と
は
別
に
、

昭
和
四
十
三
年
四
月
よ
り
若
手
俳
優
の
有
志
を
対
象
に

日
本
舞
踊
・
義
太
夫
・
長
唄
・
鳴
物
等
の
う
ち
か
ら
一

科
目
か
二
科
目
を
選
び
、
各
一
週
間
位
の
日
程
で
自
主

公
演
の
行
わ
れ
る
月
に
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
当
初

の
講
師
は
各
界
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
初
年
度

の
受
講
者
の
な
か
に
は
片
岡
孝
夫
・
片
岡
秀
太
郎
・
坂

東
玉
三
郎
・
沢
村
由
次
郎
（
田
之
助
）
等
の
名
前
が
見

ら
れ
る
。
昭
和
四
十
七
年
以
降
は
各
期
の
研
修
修
了
者

が
逐
次
加
わ
り
、
現
在
で
は
こ
の
修
了
者
を
中
心
に
日

本
俳
優
協
会
所
属
の
若
手
俳
優
が
参
加
し
て
現
職
教
育

の
場
と
な
っ
て
い
る
。

＊
文
楽
技
芸
員
の
研
修

人
形
浄
瑠
璃
「
文
楽
」
の
技
芸
員
は
太
夫
・
三
味
線

弾
き
：
八
形
遣
い
の
三
業
に
わ
か
れ
る
が
、
近
年
は
高

齢
者
が
多
く
若
年
層
が
不
足
し
て
総
数
が
年
々
減
少
し

て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
四
月
国
立
劇
場
は
文
楽
協
会

と
共
同
事
業
で
歌
舞
伎
に
な
ら
っ
て
一
般
公
募
に
よ
る

研
修
を
開
始
し
た
。
応
募
資
格
は
中
学
校
卒
業
以
上
の

男
子
で
、
原
則
と
し
て
二
十
三
歳
以
下
の
者
。
募
集
人

員
は
約
十
名
。
期
間
は
二
年
間
。
全
日
制
で
一
日
三
ま

た
は
四
科
目
（
一
科
目
は
一
回
一
時
間
半
）
を
研
修
す

る
。
場
所
は
国
立
劇
場
の
教
室
で
あ
る
が
、
文
楽
の
大

阪
本
公
演
の
期
間
中
（
年
四
回
、
．
二
十
日
間
位
ず
つ
）

は
大
阪
に
移
る
。
科
目
は
義
太
夫
・
三
味
線
：
八
形
実

技
・
舞
台
実
習
等
の
実
技
関
係
が
七

0
パ
ー
セ
ン
ト
‘

地
唄
・
舞
・
挙
・
胡
弓
•
発
音
発
声
・
作
法
等
の
基
礎

科
目
が
二

0
パ
ー
セ
ン
ト
、
教
養
の
た
め
の
講
義
が
一

ー

歌舞伎研修風景 講師・中村又五郎氏
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0
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
二
年
間
通
算
で
計
約
一
八

0
0
回。

一
委
嘱
し
た
講
師
は
一
流
で
あ
る
。
研
修
に
つ
い
て
は
次

）
の
よ
う
な
方
針
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
は
じ
め

1
2
の
一
年
間
は
太
夫
・
三
味
線
・
人
形
の
各
志
望
を
分
け

（
ず
に
共
通
課
程
と
し
、
一
．
一
年
目
に
三
業
に
分
け
る
。
ま

た
三
業
と
も
研
修
の
基
盤
を
三
味
線
の
稽
古
と
し
、
な

お
各
講
師
の
芸
風
の
違
い
を
考
慮
し
て
一
演
目
は
一
人

の
教
師
が
担
当
す
る
教
授
方
法
を
厳
守
す
る
こ
と
な
ど

で
あ
る
。

研
修
生
は
歌
舞
伎
の
場
合
と
同
じ
く
大
半
が
文
楽
を

知
ら
な
い
者
で
あ
る
が
、
二
年
間
に
わ
た
っ
て
傍
目
に

も
厳
し
い
教
育
を
受
け
、
試
演
会
三
回
と
発
表
会
一
回

に
出
演
し
て
す
べ
て
の
課
程
を
修
了
す
る
と
、
直
ち
に

そ
れ
ぞ
れ
幹
部
技
芸
員
に
入
門
し
て
芸
名
を
貰
い
、
文

報月
楽
協
会
に
所
属
し
舞
台
に
出
演
す
る
。
現
在
、
昭
和
四

庁
十
七
年
度
の
第
一
期
研
修
の
修
了
者
と
四
十
九
年
度
の

ヒ
第
二
期
研
修
の
修
了
者
が
入
門
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

計
十
三
名
、
平
均
年
齢
は
二
六
・
六
歳
で
あ
る
。

竹
澤
弥
三
郎
・
竹
本
津
国
大
夫
・
竹
本
南
司
大
夫
・

文

竹
本
文
字
栄
大
夫
・
鶴
澤
浅
造
・
野
澤
錦
市
・
野
澤

松
也
•
吉
田
玉
輝
（
第
一
期
生
）

桐
竹
亀
次
・
桐
竹
勘
弥
・
竹
本
文
字
登
大
夫
・
鶴
澤

八
介
•
吉
田
玉
英
（
第
二
期
生
）

現
在
受
講
中
の
研
修
生
は
第
三
期
生
二
名
と
第
四
期

生
七
名
で
あ
る
。
昭
和
五
十
一
年
募
集
の
第
三
期
生
が

あ
ま
り
に
も
少
数
な
の
で
、
本
来
隔
年
募
集
の
方
針
で

あ
る
が
、
一
年
繰
り
上
げ
て
五
十
二
年
も
募
集
を
行
っ

号2
 

ー
た
。
文
楽
の
研
修
生
募
集
は
毎
期
困
難
を
き
わ
め
て
い

ヽ

る
。
研
修
を
開
始
し
て
五
年
、
そ
の
実
態
が
わ
か
り
、

第

と
く
に
将
来
の
生
活
の
不
安
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
と

一
い
う
意
見
も
あ
っ
て
、
最
近
技
芸
員
の
待
遇
が
改
善
さ

れ
た
。
ま
た
文
楽
は
昔
か
ら
門
閥
も
問
わ
ず
、
全
く
実

力
本
位
で
舞
台
に
活
躍
出
来
る
世
界
で
あ
る
に
も
拘
ら

ず
、
研
修
修
了
者
が
入
門
後
、
太
夫
二
名
、
三
味
線
二

名
（
内
一
名
は
復
帰
）
脱
落
し
た
。
こ
れ
は
必
ず
し
も

修
了
者
に
限
ら
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
厳
し
い
修
業

に
よ
る
も
の
か
、
関
係
者
の
苦
慮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
文
楽
に
つ
い
て
何
よ
り
も
気
が
か
り
な
事
は

人
間
国
宝
級
の
名
手
長
老
技
芸
貝
の
急
激
な
滅
少
で
あ

る
。
こ
の
十
年
の
間
に
三
業
を
通
じ
て
十
数
名
を
失
っ

て
い
る
。
ま
こ
と
に
文
楽
の
危
機
と
，
い
う
べ
く
、
国
立

文
楽
劇
場
の
建
設
の
促
進
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
い
ま

伝
統
芸
能
文
楽
の
衣
鉢
を
継
ぐ
人
々
が
健
在
で
あ
る
間

に
後
継
者
を
養
成
し
な
け
れ
ば
、
文
楽
は
お
そ
ら
く
異

質
の
芸
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

＊
文
楽
既
成
若
手
技
芸
員
の
研
修

国
立
劇
場
で
は
文
楽
の
若
い
世
代
の
既
成
技
芸
員
の

技
芸
向
上
の
た
め
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
か
ら
国
立
劇

場
で
文
楽
の
公
演
の
あ
る
月
ご
と
に
、
年
四
回
そ
の
研

修
を
行
っ
て
い
る
。
す
で
に
各
師
匠
の
も
と
に
あ
る
若

手
を
集
め
て
研
修
を
行
う
こ
と
は
講
師
と
の
芸
風
の
相

違
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
実
施
が
困
難
で
あ
る
が
、
現

在
は
国
立
劇
場
と
文
楽
協
会
と
の
共
催
の
素
浄
瑠
璃
と

人
形
浄
瑠
璃
の
勉
強
会
で
あ
る
文
楽
若
手
発
表
会
に
直

結
す
る
研
修
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

＊
竹
本
連
中
の
講
習

竹
本
連
中
、
竹
本
と
も
い
う
が
、
歌
舞
伎
の
義
太
夫

語
り
の
太
夫
と
三
味
線
弾
き
で
、
俳
優
の
せ
り
ふ
以
外

の
地
を
演
奏
す
る
。
二
十
数
名
い
る
が
、
平
均
年
齢
六

十
五
歳
、
近
年
滅
少
の
傾
向
に
あ
り
、
数
年
後
に
は
歌

舞
伎
の
半
数
以
上
を
占
め
る
義
太
夫
狂
言
が
上
演
不
可

能
に
な
る
と
憂
慮
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
五
十
年
六
月
、

文
化
庁
は
関
係
者
を
集
め
て
事
情
を
聴
取
し
た
が
、
そ

の
直
後
、
幸
い
に
三
人
の
太
夫
志
望
者
を
得
た
の
で
、

国
立
劇
場
は
同
年
九
月
よ
り
松
竹
株
式
会
社
・
義
太
夫

協
会
・
伝
統
歌
舞
伎
保
存
会
と
の
共
催
で
急
遠
竹
本
講

習
を
は
じ
め
た
。
全
日
制
で
教
科
は
義
太
夫
本
行
と
歌

舞
伎
の
竹
本
を
並
行
さ
せ
、
一
日
二
科
目
（
一
科
目
は

一
回
一
時
間
半
）
、
一
か
月
に
三
週
間
程
度
、
期
間
を
一

応
二
年
と
し
た
。
本
行
の
講
師
は
女
義
、
の
ち
に
文
楽

の
技
芸
員
が
加
わ
り
、
竹
本
は
太
夫
と
三
味
線
が
舞
台

に
出
演
の
余
暇
を
さ
い
て
の
協
力
で
あ
る
。
講
習
生
は

現
在
で
は
太
夫
二
名
、
三
味
線
一
名
が
増
加
し
た
が
平

均
年
齢
は
三
十
七
歳
で
あ
る
。
当
然
生
活
の
保
証
を
必

要
と
し
、
松
竹
は
講
習
手
当
を
支
給
し
て
い
る
。

竹
本
に
も
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
る
。
ゆ
ら
い
竹

本
に
は
師
弟
の
関
係
が
な
い
の
で
技
芸
の
伝
承
が
不
安

で
あ
る
。
待
遇
に
つ
い
て
は
、
舞
台
出
演
の
な
い
時
は

無
給
を
例
と
し
て
い
る
が
全
貝
何
程
か
の
生
活
保
証
が

あ
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

竹
本
連
中
は
俳
優
に
従
属
す
る
立
場
に
あ
り
、
文
楽
に

く
ら
べ
て
社
会
的
評
価
が
低
い
こ
と
は
今
後
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。

竹
本
講
習
の
開
始
さ
れ
た
頃
、
国
立
劇
場
で
、
歌
舞

た
て

L

伎
の
立
廻
り
を
考
案
す
る
立
師
、
歌
舞
伎
の
伴
奏
音
楽

と
も
い
う
べ
き
黒
御
簾
音
楽
の
選
曲
•
新
作
を
担
当
す

つ
け
し

る
附
師
、
常
磐
津
の
演
奏
者
な
ど
の
後
継
者
養
成
に
つ

い
て
論
議
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
少
数
の
老
齢
練
達
者
が

孤
塁
を
守
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
後
継
を
志
す
者

が
見
当
ら
ず
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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第
二
部
（
五
時
開
瀕
）

二
月
の
文
楽
も
古
典
の
名
作
を
集
め
た
充

実
番
組
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
部
は
時
代
物
三

大
傑
作
の
一
っ
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
で
、

と
く
に
桜
丸
に
焦
点
を
し
ば
っ
た
半
通
し
の

〗
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
の
「
壇
浦
兜
軍
記
」
も
“
阿
古
屋
の

琴
責
”
で
有
名
な
人
気
狂
言
の
随
一
で
あ
る
。

傾
城
姿
の
美
し
い
人
形
か
、
琴
、
三
味
線
、

胡
弓
の
三
曲
を
演
奏
し
て
、
視
覚
的
興
味
と

r

そ
の
曲
が
名
曲
で
聴
衆
を
魅
了
す
る
。

叩

虻

年

叩

出

差

士

認

幻

声

幻
の
衛
主
町
配
デ

シ
ャ
悲
劇
に
擬
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
。

つ
き
は
珍
し
く
「
義
士
銘
々
伝
」
の
”
弥

作
の
鎌
腹
”
が
出
る
。
題
名
か
ら
わ
か
る
と

お
り
赤
穂
義
士
を
扱
っ
た
忠
臣
蔵
外
伝
の
一

つ
で
、
最
近
で
は
銘
々
伝
と
し
て
上
演
さ
れ

る
唯
一
の
作
品
に
な
っ
た
。

「坦浦兜軍記」（阿古屋の琴責）よリ

唐
楽
大
曲
団
乱
旋
が
廃
絶
し
た
時
刻
は
よ

く
分
か
ら
な
い
が
近
世
以
降
は
演
奏
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
明
治
撰
定
譜
に

は
断
片
一
帖
す
ら
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
古
い
記
録
や
譜
に
当
た
っ
て
み
る
と
壱
越

調
の
大
曲
と
し
て
の
か
な
り
確
実
な
姿
を
把

握
す
る
こ
と
か
で
き
る
。

大
曲
に
は
大
曲
と
し
て
の
姿
が
備
わ
っ
て

い
る
°
多
く
の
曲
が
断
片
で
し
か
伝
わ
ら
ず

一
具
の
姿
を
失
っ
て
い
る
今
日
、
大
曲
の
一

具
揃
っ
た
姿
の
再
現
は
極
め
て
意
義
が
深
い
。

典
拠
は
懐
中
譜
•
新
撰
笙
笛
譜
な
ど
に
拠
っ

こ。
↑
 

す
が
わ
ら
で
ん
じ
”
て
＇
＄
い
か
が

F
.

菅
原
伝
授
手
習
鑑

叩

津

朗

軍

応

急ミ颯胄入k序
声え踏姜波99

帖

一帖

二
月
十
一
日
i
二
十
五
日

（
＋
九
日
よ
り
昼
夜
狂
言
入
替
）

第
一
部
（
正
午
開
演
）

璽

文

楽

公

演

第
二
部
も
第
一
部
に
劣
ら
ず
人
気
狂
言
の

「
摂
州
合
邦
辻
」
“
合
邦
庵
室
“
で
始
ま
る
。

義
理
の
仲
と
は
い
え
、
我
が
子
に
思
い
を
寄

せ
る
玉
手
御
前
の
不
倫
の
恋
は
、
最
終
的
に

は
悪
人
を
欺
く
た
め
の
方
策
で
あ
っ
た
と
わ

か
る
に
し
て
も
、
数
多
い
浄
瑠
璃
作
品
の
な

か
で
特
異
な
設
定
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
ギ
リ

星
嗣

一
具

復
活
初
演
）

二
月
四
日

―

占
二
車

最
後
は
近
松
の
三
大
姦
通
物
の
一
っ
「
鑓

の
権
三
重
帷
子
」
で
“
浜
の
宮
り
＂
市
之
進
邸
＂

”
数
寄
屋
＂
＂
女
敵
討
＂
と
通
し
上
演
す
る
。

鵬
雅
楽
公
演
（
管
絃
）

編

集

ー

い

ー

[

!

ー

ー

ー

ー

ぃ
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